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左の QR コードを読み取って

携帯電話で登録することも

できます 

iPS 細胞からヒトの臓器を作る研究 

  セローム解析センター長 

    臓器再生医学 教授 谷口 英樹 

あらゆる細胞に変化できるヒト iPS 細胞を用い

て肝臓などの臓器を作ることで、移植治療や創薬

支援に役立てることを目指した研究です。すでに

マウスの体内でヒトの肝臓を作り出すことに成

功しており、今後、他の臓器への応用も考えられ

ます。 

この、マウス体内に作られた肝臓は、ヒト特有の

タンパク質を分泌するということも確認されま

した。これは、マウスの体内でもヒトの肝臓とし

て機能していることを示しています。 

 

① 新薬の開発の際、実際にヒトへ投与する前に

副作用（毒性）の有無を調べることができる

ようになると期待できます。 

② 臓器移植のドナーとして活用することで、ド

ナー不足の解消、生まれつき機能障害をもつ

子供への移植治療などが実現する可能性があ

ります。 

研究が進むと… 
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横浜市立大学先端医科学研究センター

は、横浜市の中期計画に基づいて設置さ

れ、「がん」や「生活習慣病」などの疾患

克服に向けて取り組んでいる大学の研究

施設です。基礎的研究を推進し、さらに

その成果を少しでも早く診療の場や市民

の方々に還元する橋渡し研究（トランス

レーショナルリサーチ）体制の構築を目

指しています。 

特に「細胞」「遺伝子」「タンパク質」の

研究分野を中心に、本学の優れた研究活

動を支援しています。 

「せんたんけん」と 

覚えてください♪ 

横浜市の公立大学と

して日々研究に取り

組んでいます！ 

これらの研究成果を、産業界を通じて創薬とし

て、あるいは新たな治療方法として市民のみなさ

まに、還元してまいります。 

 

 

市大キャラクター 

『ヨッチー』 

 研研究究開開発発ププロロジジェェククトト  
がんや生活習慣病などの重要な疾患に対す

る新しい予防法・診断法・治療法の開発につ

ながる複数の研究プロジェクトを総合的に

推進しています。これらのプロジェクトの 

概要・研究成果はホームページや 

市民講座で紹介しています。 

病気の原因を究明するゲノム解析 

   ゲノム解析センター長 

    遺伝学 教授 松本 直通 

このプロジェクトでは、遺伝子異常が原因で発症

する難病などを対象に「網羅的全エクソーム解

析」を行い、原因となる遺伝子の解明に向けて研

究を行っています。 

次世代シーケンサー（遺伝子解析装置）を使うと、

遺伝子の異常など難病患者のあらゆるゲノム上

の変化を短期間で解析できます。それらの臨床デ

ータと遺伝子データを組み合わせて、病気の解明

と予防・治療法の迅速な研究開発を目指します。 

神経再生治療法の開発 

    生体機能医科学 教授 竹居 光太郎 

脳や脊髄といった中枢神経系は、一度損傷を受

けると再生できないとされてきましたが、最近

になって、神経回路ができあがるメカニズムを

明らかにする多くの研究から、中枢神経の再生

に向けて大きな発展が期待されています。 
このプロジェクトでは、これまでに LOTUS 
(Lateral Olfactory Tract Usher Substance) と
いう新規分子を発見し、LOTUS が神経の再生

を阻止する原因となるNogo受容体での作用を

抑制することで神経束を形成させるメカニズ

ムを明らかにしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまでなかった脊髄損傷などに対する神経

再生治療法が開発される可能性があります。 

神経回路のできかた 

※網羅的全エクソーム解析：ゲノム中でタンパク質の配列を 

 決める部分（エクソン）を全て解析する方法。 

今まで困難だった難病の早期の予防法や新たな

治療法が開発されることが期待できます。 

研究が進むと… 

研究が進むと… 
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